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ストーカー行為

警察の警告等で8割は収まる

2割はやめない
（長崎、逗子、三鷹）



ストーカー犯罪の対応

全面的に警察に委ねるのは
危険

司法と医療の連携



ストーカー病

 警察の失態？

ストーカーは病気であるストーカーは病気である

 ストーカー規制法の問題？

 司法は事実で動く

 刑罰だけでは防げない（死刑も抑止にならない）



ストーカー病

一方型：統合失調症

 クレランボー/オセロ症候群
破壊型：反社会性パーソナリティ障害

長崎ストーカー殺人事件長崎ストーカー殺人事件

求愛型：発達障害傾向

新橋「耳かき店員」ストーカー殺人事件

執着型：自己愛性パーソナリティ障害

 逗子ストーカー殺人事件



ストーカー病ストーカー病

他人の不幸は蜜の味

感情の整理ができない



ストーカー治療

被害者臨床に加えて加害者臨床が必要

ストーカーは治療可能であるストーカーは治療可能である

被害者臨床に加えて加害者臨床が必要

重大事案の多くは防ぎ得た



危険度判定プログラム危険度判定プログラム



ストーカー治療ストーカー治療

認知行動療法：
行動のコントロール行動のコントロール

弁証法的行動療法：
パーソナリティの改善



ストーカー治療ストーカー治療

認定カウンセラー：
ワークショップワークショップ

スーパーバイズ：
スキルアップ



司法と医療の連携司法と医療の連携

警察庁
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